
№ 2307-T2838001   1/6

MSD42-60003/4
リヤスポイラー

取付要領書取付要領書

この度はモデリスタ リヤスポイラーをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。

本書には本商品の取り付け ・ 取り扱いについての要領と注意事項を記載してあります。

取り付け前に必ずお読みのうえ、 正しい取り付け ・ 取り扱いを実施してください。

●本商品は未登録車への取り付けは出来ません。 取り付けは必ず車両登録後に行ってください。●本商品は未登録車への取り付けは出来ません。 取り付けは必ず車両登録後に行ってください。

  品番 ・ 適合車種品番 ・ 適合車種

品番 塗装色 適合車種 備考

MSD42-60003-A0 プレシャスホワイトパール (089)
ランドクルーザー 250   

'24/04 ～
MSD42-60003-C0 ブラック (202)

MSD42-60004-NP 未塗装品

・ 最新の適合情報はモデリスタ カタログサイトをご覧ください。 https://www.modellista.co.jp/

  構成部品構成部品

No. 品名 個数 備考

① リヤスポイラー 1

② クリップナット 2

③ PAC プライマー （N-200） 1

④ 型紙 1 左右あり

※確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。※確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。

  構成部品図構成部品図

①

型紙

② ③ ④
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取り付け上のご注意（取り付け作業者の方へ）取り付け上のご注意（取り付け作業者の方へ）
作業を行う前に必ずお読みになり、 安全で確実な取り付け作業を行ってください。

 警告警告
この内容に従わず、 誤った取り付け ・ 取り扱いを行うと生命の危険または、 
重大な傷害等を負う可能性がある内容について記載しています。

 注意注意
注意事項を守らないで、 誤った取り付け ・ 取り扱いを行うと事故につながったり、 
ケガをしたり、 車両を損傷する等のおそれがある事を記載しています。

   アドバイスアドバイス スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています。

  やってはいけないことやってはいけないこと　　　　　　　　　　　　   必ず行なっていただくこと必ず行なっていただくこと

 警告警告
本商品への改造 ・ 加工、 及び適合車種以外への装着は、 重大な事故や故障を招くおそれがありますので絶対に行わないで
ください。

本商品の取り付け・交換は、該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、本書の注意事項をまもり作業を行ってください。

取り付け作業は規定トルクに従って、 確実に締め付けてください。 締め付けが足らないと脱落などにより重大な事故や故障を
招くおそれがあります。

 注意注意
本商品を取り付け前に、 本体 ・ 構成部品がすべて揃っていること、 損傷や不具合が無いことを確認してください。 取り付け後
に発覚した損傷や不具合のクレームには、 対応できない場合があります。

本商品の取り付けは、 キズ付き防止のため保護シートの上で取り扱いを行ない、 同時に取り付け部位を保護材にて養生をし
た上で作業を行ってください。 取り付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。

脱脂作業について （別添の脱脂作業要領も参考にしてください。）脱脂作業について （別添の脱脂作業要領も参考にしてください。）
 脱脂作業を行う際は、 清潔なウエスを使用して、 イソプロピルアルコール ( ＩＰＡ ) を使用し、 記載以外の溶剤は絶対に使
用しないでください。

脱脂作業にボディーコーティング等の下地処理剤や、 パーツクリーナー、 ブレーキクリーナーなどの溶剤は絶対に使用しない
でください。 正しく脱脂が出来ず浮き、 剥がれの原因となります。

両面テープについて両面テープについて
脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれます。

両面テープは一度貼り付けてから剥がしますと、 接着力は低下しますので再貼り付けはできません。

本商品の両面テープは、 環境温度が２０℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。
温度が足らないと両面テープが剥がれます。

両面テープの圧着は４９Ｎ （５ｋｇｆ） 以上 ( 車両が軽く揺れる程度 ) で確実に行ってください。
圧着が足らないと両面テープが剥がれます。

本商品の取り付け後２４時間は、 洗車や水 ( 水拭きを含む ) ・ 雨などが、 かからないようにしてください。
装着後の注意事項を守らなかった場合、 製品の浮き、 剥がれの原因となります。

未塗装品の塗装作業について未塗装品の塗装作業について
本商品は塗装前に下地処理が必要です、 必ずサフェーサー塗装から始めてください。

本商品に塗装をする際は、 両面テープを全面マスキングしてください。

乾燥させる際は製品の変形の無いよう固定してください。 又、 乾燥温度が高いと変形やひび割れを
起こしますので７０℃以下で乾燥させてください。

取り付けが終わったら取り付けが終わったら
取り付け後、 本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

作業でバッテリーのマイナス端子を外した場合は、 作業終了後にシステム設定 ・ 確認を行ってください。

本取り付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。
該当車両の修理書 （トヨタ自動車㈱発行） に従い、 各部の点検 ・ 調整 ・ 設定を行ってください。
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  取り付けに必要な工具 ・ 保護具 ・ 消耗品取り付けに必要な工具 ・ 保護具 ・ 消耗品
・ 一般工具 ・ 電動ドリル （刃 ： 3mm / 6mm / 10mm）

・ 軍手 ・ 保護シート ・ 保護テープ ・ マスキングテープ ・ 養生テープ ・ マーカーペン

・ イソプロピルアルコール （ＩＰＡ） など ・ 清潔なウエス

  保証について保証について
本商品は、 １年 ・ 20,000km の保証を実施致します。

( １年または 20,000km 走行時点のいずれか早い方まで )

※保証の詳細はモデリスタ パーツカタログサイト＜ https://www.modellista.co.jp/ ＞

「保証について」 をご覧ください。

  取付構成図取付構成図

リヤスポイラー①
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マスキングテープ

□□リヤスポイラーの取り付け準備リヤスポイラーの取り付け準備

1. リヤスポイラー①の埋め込みボルトを車両スポイ

ラーの加工穴に挿入し車両スポイラーの形状に

合わせてあてがい、 取り付け位置を確かめる。

2. A-A 断面図を参照し、 マスキングテープでマー

キングする範囲を清掃し脱脂する。

3. リヤスポイラー①を一旦取り外し、 A-A 断面図の

指示に従いマスキングテープでマーキングする。

リヤスポイラー①と車両スポイラーを下から
見て左右の隙間を均等にしてください。

マスキングテープの保護はプライマーのはみ
出しを防ぐ目的で行うため、 両面テープの接
着面と重なっていて問題ありません。

   アドバイス

図 3

リヤスポイラー①

左右の隙間を

均等にする

2mm

リヤスポイラー①

車両スポイラー両面テープ

□□車両部品の取り外し車両部品の取り外し

1. バックドアウインドウを開け図示のカバーを外す。

・  取り外した車両部品は復元しますので、 紛
失や破損に注意して大切に保管してください。

   アドバイス

□□車両スポイラーの穴あけ加工車両スポイラーの穴あけ加工

1. バックドアウインドウのカバーを外した図示の箇

所に型紙④を形状に合わせてはめ込む。

2. 型紙④の穴位置をマーカーペンなどでマーキン

グし、 型紙④をはがす。

3. 下図を参照し、 ドリルの先端にストッパーとして

10 mm の位置にガムテープを巻き付ける。

 ガムテープ

4. マーキング位置に Ø3 → Ø6 の順に下穴、 最後

に Ø10 のドリルで本穴をあけ、 丸やすりなどで

バリを取り除く。

注意 ： 穴あけ加工をする際は部品の損
傷やケガに十分注意しながら行っ
てください。

図 2

型紙④

型紙④

A

B

右側 （運転席側）

左側 （助手席側） 型紙④

穴

A
B

カバー

図 1

A

A

A-A断面

R エンド

マスキングテープ

R エンドを基準にR エンドを基準に
2mm 上の位置から下側を2mm 上の位置から下側を
マスキングテープで保護するマスキングテープで保護する

斜線部 ： マーキング範囲
塗り部 ： 清掃 ・ 脱脂範囲
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□□ リヤスポイラーの取り付け リヤスポイラーの取り付け

1. リヤスポイラー①の埋め込みボルトを車両スポ

イラーの加工穴に挿入し車両スポイラーの形状

に合わせてあてがう。

2. 隙やズレがないことを確かめ、折り返した両面テー

プの離型フィルムを図の順に引き抜き圧着する。

・  両面テープは気温が 20℃以下になると接
着力が低下します。  気温が低い場合は、 
作業前に両面テープ及び被接触面をドラ
イヤーなどであたためてから作業を行って
ください。

・  両面テープの圧着は 49N･m （5kgf/cm2） 
以上で行ってください。

・  取り付け完了後、 ３時間程度は強い力を
かけたり水に濡れない様に注意してくださ
い。 両面テープのはがれや取り付け部分
に隙間が発生する可能性があります。

   アドバイス

3. 車両スポイラーを加工した 【図 2】 の穴から出

ているリヤスポイラー①の埋め込みボルト部をク

リップナット②で締め付け固定する。

4. 取り外していたカバーをもとに戻す。

図 6

　リヤスポイラー①

左右の隙間を

均等にする

押し当てる

図 5 5. リヤスポイラー①の両面テープ離型フィルムを

一部はがし、 表に折り返してマスキングテープ

などで貼り付ける。

離型フィルムを表に折り返して

マスキングテープなど貼り付ける

図 4 6. 車両スポイラーの両面テープ貼り付け部 （左図

斜線部） に PAC プライマー③を塗布する。

PAC プライマー③使用上の注意について
は、 付属の説明書をご覧ください。

   アドバイス

7. マスキングテープをすべてはがす。清掃 ・ 脱脂

PAC プライマー③塗布範囲

清掃 ・ 脱脂

PAC プライマー③塗布範囲

（斜線部）

マスキングテープ
（プライマーはみ出し保護）

車両スポイラー断面
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株式会社トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント

モデリスタ商品問い合わせ窓口

TEL：050-3161-1000

https://www.modellista.co.jp

B

B

B-B 断面

  取り付け完了後の点検 ・ 注意事項取り付け完了後の点検 ・ 注意事項
1. 製品全周に渡り、 浮き ・ 剥がれ等、 無いことを確認してください。

2. 車両及び製品廻りに傷が付いていないことを確認してください。

3. 本取り付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。

4. 該当車両の修理書 （トヨタ自動車㈱発行） に従い、 各部の点検 ・ 調整 ・ 設定を行ってください。

  未塗装品の取り扱いについて未塗装品の取り扱いについて
下記は未塗装品 （MSD42-60004-NP） の塗装前、 塗装後の作業を記載しています。

下記要領に従い作業を行ってください。

注意：本製品は下地処理として、 製品表面の面出しまで実施してあります。 塗装前の下地処理として、 足付け、 脱脂、
プライマーサフェーサー塗装は販売店様にて実施してください。プライマーは非導電性のものをご使用ください。

□□リヤスポイラーの塗装リヤスポイラーの塗装

1. 図 7 のようにリヤスポイラーを車両色で塗装する。

図 7　※ RH 図示 （左右共通作業）

リヤスポイラー

裏面視　※両面テープ、　エプトシーラー、 パッドはすべて貼り付け済み

リヤスポイラー

車両色塗装範囲

マスキング範囲
マスキング範囲

両面テープ

両面テープ

エプトシーラー
※マスキングする

Fr

RH

警告 ： 乾燥温度を 70℃以上に上げますと、 製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には十分注意してく
ださい。 強制乾燥させる場合は製品が変形しないように固定してください。

□□補修キットについて補修キットについて

1. 補修キットを使用してリヤスポイラーの再取り付けを行なう際は、 上図 「裏面視」 を参考に各両面テープを選択しケ

ガキに合わせて貼り付ける。

※各両面テープを貼り付ける際は貼り付け部を脱脂し、 プライマー （PAC プライマー K-500 相当） を塗布する。

リヤスポイラー

中心

両面テープ②
※マスキングする

両面テープ①
※マスキングする

エプトシーラー

パッド

① 両面テープ　t=2.0　W=10

② 両面テープ　t=1.6　W=10

埋め込みボルト
※マスキングする
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脱脱脂脂作作業業要要領領書書  
本本書書ででははエエアアロロパパーーツツ等等をを取取付付けけるる際際のの脱脱脂脂作作業業ににつついいてて記記載載ししててあありりまますす。。  

取取付付けけ前前にに必必ずずおお読読みみいいたただだきき、、正正ししいい要要領領でで脱脱脂脂作作業業をを行行っっててくくだだささいい。。  

  

  

  

■■  取取付付けけ時時のの脱脱脂脂作作業業にに必必要要なな工工具具等等  

 

■■  脱脱脂脂作作業業上上のの注注意意事事項項  

１１．．ホホココリリ・・チチリリ等等ののなないい換換気気のの良良いい作作業業場場でで作作業業をを行行っっててくくだだささいい    

２２．．隣隣接接すするる場場所所でで、、ワワッッククススががけけややポポリリッッシシュュ作作業業等等はは行行わわなないいでで下下ささいい。。    

※※飛飛散散ししたた油油脂脂ややワワッッククスス等等のの成成分分がが車車両両にに付付着着ししててししままいいまますす。。  

３３．．脱脱脂脂剤剤をを取取りり扱扱いいのの際際はは、、眼眼・・皮皮膚膚にに触触れれなないいよよううにに保保護護具具をを着着用用ののこことと。。  

４４．．脱脱脂脂剤剤をを取取りり扱扱いいのの際際はは、、作作業業場場にに火火気気・・熱熱源源ののなないいここととをを確確認認すするるこことと。。    

５５．．脱脱脂脂剤剤をを取取りり扱扱いいのの際際はは、、蒸蒸気気をを吸吸いい込込ままなないいよよううにに作作業業場場内内のの換換気気にに注注意意ののこことと。。  

  

注注  意意・・・・・・・・注注意意事事項項をを守守ららなないいとと事事故故ににつつななががっったたりり､､ケケガガををししたたりり､､車車両両をを損損傷傷すするる等等のの  

おおそそれれががああるるここととをを記記載載ししてていいまますす。。  

アアドドババイイスス・・・・ススピピーーデディィーーにに確確実実にに作作業業ししてていいたただだくく上上でで、、知知っってておおいいてていいたただだききたたいいここととをを  

記記載載ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

DRY 用 

ウエス 

WET 用 

ウエス 

脱脂剤用 

スプレーボトル 

合成セーム皮 水拭き用バケツ 
ゴム手袋 

エエアアロロパパーーツツのの取取付付けけ・・脱脱脂脂作作業業のの要要領領をを  

解解説説動動画画ででごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

右右ののＱＱＲＲココーードドよよりりアアククセセススののううええ  

ごご確確認認くくだだささいい。。  

使使用用禁禁止止  ブブレレーーキキククリリーーナナーー  

パパーーツツククリリーーナナーー  

ホホーームムセセンンタターー等等ででキキャャンンププ用用  
燃燃料料用用ととししてて販販売売さされれてていいるる  
ホホワワイイトトガガソソリリンン〔〔白白ガガスス〕〕  

市市販販ののブブレレーーキキ・・パパーーツツククリリーーナナーー及及びびキキャャンンププ用用品品やや燃燃料料用用ののホホワワイイトトガガソソリリンンはは  

油油脂脂分分やや不不揮揮発発性性添添加加物物がが含含ままれれてていいるるももののががあありりまますすののでで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  

ココーーテティィンンググ剤剤のの下下地地処処理理剤剤はは、、用用途途とと異異ななるるたためめ脱脱脂脂作作業業ににはは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  

脱脱脂脂不不足足にによよりり、、浮浮きき・・ハハガガレレのの原原因因ととななりりまますす。。  

イイソソププロロピピルルアアルルココーールル((IIPPAA))    
純純度度 7700％％程程度度をを推推奨奨  
※※純純度度 110000％％ははモモーールルをを痛痛めめるるたためめ  
  使使用用ししなないいこことと  
又又はは、、無無添添加加ホホワワイイトトガガソソリリンン((洗洗浄浄用用))  

 

①①エエアアロロ取取付付準準備備・・脱脱脂脂      （（約約 33 分分））  

②②エエアアロロ位位置置決決めめ・・取取付付・・圧圧着着（（約約 66 分分））  

③③デデカカーールル準準備備・・水水貼貼りり・・圧圧着着（（約約 44 分分））  

合合計計  約約 1133 分分     
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★★脱脱脂脂作作業業概概要要《《重重要要》》  
◎◎【【脱脱脂脂作作業業】】ととはは、、取取付付けけ面面のの表表面面にに付付着着ししたた油油脂脂分分をを取取りり除除きき、、両両面面テテーーププのの  

性性能能をを十十分分にに発発揮揮ささせせるるたためめのの重重要要なな下下地地処処理理でですす。。  

下下地地処処理理がが不不十十分分だだとと、、両両面面テテーーププのの性性能能がが著著ししくく低低下下ししてて、、浮浮きき・・ハハガガレレ  

脱脱落落ななどどのの不不具具合合をを起起ここすす場場合合ががあありりまますす。。  

大大変変にに重重要要なな作作業業ととななりりまますすののでで確確実実にに行行っっててくくだだささいい。。  

  

◎◎  脱脱脂脂剤剤はは、、取取付付けけ面面にに付付着着ししたた油油脂脂分分をを浮浮かかびび上上ががららせせてて、、ウウエエススへへのの吸吸着着をを  

促促すす溶溶剤剤でですす。。  

脱脱脂脂剤剤でで取取付付けけ面面をを拭拭いいたただだけけでではは、、十十分分なな脱脱脂脂はは行行ええまませせんん。。  

≪≪脱脱脂脂作作業業前前にに≫≫以以降降のの作作業業要要領領をを十十分分にに理理解解ししたたううええでで作作業業をを行行っっててくくだだささいい。。  

  

■■  脱脱脂脂作作業業前前にに  

●●  取取付付けけ面面ののホホココリリ・・チチリリ等等のの汚汚れれをを十十分分なな流流水水でで洗洗いい流流すす。。  

汚汚れれののひひどどいい場場合合はは、、洗洗浄浄剤剤をを使使用用ししてて汚汚れれをを落落ととしし、、洗洗浄浄剤剤をを十十分分にに洗洗いい流流すすこことと。。  

●●  取取付付けけ面面ににココーーテティィンンググ等等をを施施工工さされれてていいるる場場合合はは、、除除去去剤剤・・ココンンパパウウンンドド等等をを  

使使用用しし除除去去ししててくくだだささいい。。除除去去後後、、十十分分にに水水洗洗いいをを行行っっててくくだだささいい。。  

※※ココーーテティィンンググ剤剤がが残残っってていいるるとと両両面面テテーーププははハハガガレレまますす。。  

●●  水水洗洗いい後後はは、、取取付付けけ面面にに付付いいたた水水滴滴をを完完全全ににふふきき取取っっててくくだだささいい。。    

  

■  脱脱脂脂作作業業要要領領  

●●  取取付付けけ面面のの洗洗浄浄をを行行いい、、固固くく絞絞っったた合合成成セセーームム革革等等をを使使用用しし拭拭きき上上げげてて水水滴滴をを  

ししっっかかりりとと取取りり除除くく。。  

  

  

  

●●  ススププレレーーボボトトルルにに入入れれたた脱脱脂脂剤剤ををWWEETT用用ウウエエススにに吹吹ききつつけけるる。。  

 

 

 

 

 

  

  

  

合成セーム皮 水拭き用バケツ 

WET 用ウエス 

※ ウウエエススはは清清潔潔ななウウエエススをを使使用用ししてて、、拭拭きき上上げげ時時にに  

ククズズななどどがが出出なないい素素材材をを選選んんででくくだだささいい。。  

  

WWEETT 用用ウウエエススににススププレレーーボボトトルルをを５５ccmm ほほどど離離ししてて、、初初回回はは１１００回回程程度度  

ススププレレーーををししてて、、ウウエエススがが湿湿っってていいるる状状態態でで取取付付けけ面面をを拭拭いいててくくだだささいい。。  

以以降降はは WWEETT ウウエエスス表表面面がが乾乾くく前前にに追追加加でで５５回回程程度度ススププレレーーしし、、常常にに湿湿っったた  

状状態態をを保保つつよよううににししててくくだだささいい。。  
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●●  取取付付けけ面面のの脱脱脂脂作作業業をを行行うう  

 

 

 

 

 

 

①①【【WWEETT 拭拭きき】】  

脱脱脂脂剤剤をを含含まませせたたウウエエススでで  

１１往往復復でで拭拭きき油油脂脂分分をを浮浮きき上上ががららせせるる  

  11 ブブロロッックク６６００ｃｃｍｍ程程度度ととししてて両両手手にに WWEETT とと DDRRYY ののウウエエススをを交交互互にに持持ちち  

WWEETT⇒⇒DDRRYY のの順順にに拭拭きき上上げげてて脱脱脂脂すするる。。  

範範囲囲がが広広いい場場合合はは１１ブブロロッックク毎毎をを数数回回にに分分けけてて行行いい、、仕仕上上げげにに面面をを通通ししてて拭拭きき上上げげるる  

②②【【DDRRYY 拭拭きき】】  

  DDRRYY 拭拭ききウウエエススでで一一方方向向にに  

拭拭きき上上げげ油油脂脂分分をを取取りり除除くく  

WWEETT／／DDRRYY ののウウエエスス共共にに３３～～５５ブブロロッックク毎毎ににウウエエスス表表面面をを折折りり返返しし  
ウウエエススのの拭拭きき取取りり面面がが常常にに清清潔潔なな状状態態でで作作業業をを行行っっててくくだだささいい。。  

  

汚汚れれたたままままののウウエエススをを使使いい続続けけるるとと、、ウウエエススにに拭拭きき取取っったた油油脂脂分分がが取取付付けけ面面にに  
再再びび付付着着ししてて、、エエアアロロパパーーツツのの浮浮きき・・ハハガガレレのの原原因因ととななりりまますす。。  
  
脱脱脂脂作作業業ががししっっかかりり行行わわれれてていいるる取取付付けけ面面はは、、DDRRYY 拭拭ききをを行行っったた際際にに  
ウウエエススへへのの抵抵抗抗がが増増ししてて、、拭拭きき上上げげがが重重くくななりりまますす。。  
作作業業前前とと作作業業後後ののウウエエススのの抵抵抗抗感感をを目目安安にに、、脱脱脂脂をを行行っっててくくだだささいい。。  
  
脱脱脂脂後後のの取取付付けけ面面ににはは、、指指ななどどをを触触れれなないいよよううにに作作業業をを行行っっててくくだだささいい。。  

脱脱脂脂後後はは長長時時間間放放置置せせずず、、すすぐぐにに作作業業をを行行っっててくくだだささいい。。  

チチリリ・・ホホココリリ等等がが付付着着ししなないいよよううにに、、十十分分注注意意ししててくくだだささいい。。  

パパーーツツのの取取りり付付けけ方方法法はは、、各各パパーーツツのの取取扱扱説説明明書書ななららびびにに取取付付要要領領書書にに  
ししたたががっってて行行っっててくくだだささいい。。  

WWEETT 拭拭ききののああとと脱脱脂脂剤剤がが乾乾かかなないいううちちにに DDRRYY 拭拭ききでで一一気気にに拭拭きき上上げげをを  

行行っっててくくだだささいい。。  

（（上上図図ののよよううにに両両手手ににウウエエススをを持持ちち作作業業をを行行ううとと素素早早くく作作業業ででききまますす。。））  

  

DDRRYY 拭拭きき作作業業後後にに拭拭きき上上げげたた面面にに、、拭拭きき跡跡がが残残っってていいるる場場合合はは油油脂脂分分がが  

残残っってていいまますすののでで、、再再度度 WWEETT・・  DDRRYY 拭拭ききをを行行っっててくくだだささいい。。  


